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					ページが見つかりませんでした
				




			
			
			
				
					診断コンテンツ(ゲーム)のススメ

				
				
				
					
						LINE公式アカウントで診断コンテンツを作るには、

・「自動応答メッセージ」の「応答メッセージ」

・「メッセージアイテム」の「カードタイプメッセージ」

の２つを組み合わせることで製作できてしまいます。

外部ツールのＬステップや診断Botなど、

毎月数万円の課金が必要なサービスなしに、

診断コンテンツの作成が可能です。

デザインを凝るとなると外部ツールに軍配があがるでしょうが、

まずは診断コンテンツの中身で勝負！という人には、

LINE公式アカウントの基本機能で、まず実装！がオススメです！

＜ 製作時の注意点 ＞

・LINE公式アカウントの「チャットモード」ではなく「Botモード」で実装する

・コンテンツ(ゲーム)内容をフロチャート等でしっかり作る

・シナリオができたら「応答キーワード」を設定する → 同じワードを複数ヶ所で設定しないこと

＜ コンテンツ（ゲーム）内容について ＞

診断利用者と事業者の双方にとって意味のある内容にするには、以下のことを意識しましょう。

・診断コンテンツそのものが価値、ブランドになる。つまり動画コンテンツやPDFコンテンツと同様に位置付けられることから、診断コンテンツが登録特典として提示できる。

・事業者にとっては「得たい情報が得られる機会」になります。つまり、マネタイズへにスムーズにつなげられるチャンスになる。

診断コンテンツを利用者に楽しんでもらうだけでは、事業者にとっては不十分だと言えます。

まず、

①「浅い質問」「浅はかな質問」では利用者・事業者双方に無意味なコンテンツになりかねないので要注意です。

質問は「〇」or「×」より「Ａ」or「Ｂ」or「Ｃ」形式がおススメです。

【例】ダイエット診断で「１日何時間運動しますか？」は浅い質問で効果的ではありません。

一方、「これまでにどんなダイエットに挑戦してきましたか？」で具体的に選択肢を提示した設問にすると選択肢のひとつの「ジムに通っている」から「ジムに月額いくら支払っているか？」などの設問につなげていくようなイメージです。

また、

②質問数が３問程度で、「あなたは何タイプです」と診断されても説得力がないようなコンテンツも効果的ではありません。８～10問以上の設問を通して、今後あなたが関与することで診断コンテンツのテーマ（ダイエットなど）を実現できるポテンシャル（意欲や資金など）があるのかを利用者・事業者双方が見極める・確認するような意味のあるものにしなければなりません。

これは、顧客導線を「始点から終点まで」網羅的に考えておかねばなりません。診断コンテンツを作成する分野であなたはプロでしょうから、その（ダイエットなどの）取り組みの全行程を洗い出して、このどこに問題があるのか、支障があるのかを浮き彫りにする診断コンテンツの作り込みを目指しましょう。

つまり、診断コンテンツを通して、見込み客にヒアリングができるようなものに仕立てることが重要です。

最後に、診断コンテンツで提示する診断結果にも注意が必要です。

事業者ではなく、利用者はその結果がいい結果なのか、悪い結果なのかが伝わりにくい、伝わらないケースが多々あるようです。「あなたは〇〇タイプです」と診断されても、それがいいのか悪いのか、抽象的過ぎてピンとこないケースが散見されます。そこで、●●度○○％のように程度やレベルがわかりやすい提示を心がけましょう。診断結果の分類も回答者を２分する程度では中身として薄いと言わざるを得ず、４～５分割以上で診断結果提示をしなければ意味がないと言えます。加えて、この分けた診断結果が利用者に刺さるようなフィードバックである必要があります。

この結果提示が、利用者が見込み客になるか、行動してくれるか否かに大きく影響します。

【例】「始点から終点まで」のビジネスの場合の例：商品の善し悪し、商品単価、商品訴求、商品の配置、販売実績、リストの有無、集客導線、集客数などなど。

悩みが顕在化するから、購入して解決したくなる

顕在層と呼ばれる比較的購入に近い客層とは対照的に、潜在層と呼ばれる購入から遠く、まだ商品の必要性や問題を自覚していない層には、LINE診断で1つ1つの設問に回答させながら問題点や課題に気づかせることができます。

LINE診断で自分では気づいていなかったり、言語化できていなかった悩みを可視化してあげた後に、その悩みの解決に必要な商品・サービスを提示するだけで、押し売りすることなく売れていきます。

なんなら「今の自分の問題点に気づかせてくれて、その解消にぴったりな商品を教えてくれてありがとう！」と感謝されます。

＜ LINE公式アカウントで診断ゲームを作る順番 ＞

STEP１

CV（コンバージョン）を考える。平たくいうと診断ゲームの着地を考えましょう。

STEP２

フローチャートを考える。手書きでも無料ツールでもマインドマップでも良いので下書きが大事です。

STEP３

応答キーワードを考える。応答キーワードが被らないように気をつけましょう。

STEP４

カードタイプを作成する。実際に管理画面にて「メッセージアイテム」の「カード(プロダクト)タイプメッセージ」で作成していきます。

STEP５

応答キーワードを設置する。カードタイプに反応するカードタイプを「自動応答メッセージ」の「応答メッセージ」で設定していきましょう。

STEP６

挙動確認する。自分のスマホでちゃんと反応するか確認しましょう。

反応しなかったらここまでの手順を逆順に確認していきましょう。

この手順に沿って診断ゲームを作成すれば大きく間違えることや失敗は回避できます。

＜ LINE公式アカウントの応答キーワードとカードタイプの実装方法 ＞

実際の挙動のイメージをしていただくと

STEP１

カードタイプのアクションボタンを押す

STEP２

応答キーワードが出る

STEP３

次の質問（カードタイプ）が出る

STEP４

２、３を繰り返す

STEP５

診断結果が表示される

このような挙動となります。

＜ 管理画面での設定 ＞

・アクションボタンと応答するテキストはできるだけ同じにしておくこと

・応答キーワードは同じテキストだと被って反応しないので避けること

上記ポイントを押さえながら設定していってください。

キーワードを設定するを設定しないと「カードタイプ」が発動しないので気をつけてください。

右下のプレビューで確認を忘れずにしましょう。

 

以上となります。少しでも参考になれば幸いです。

 

#診断ゲーム #診断コンテンツ #診断Bot

					

				

			

		
			
			
				
					Ｘ(旧Twitter)凍結を回避する

				
				
				
					
						

あの神集客ツール「T-GOD」シリーズの後継であるＴＢＳ。

2020年から幾度となくＸ(旧Twitter)規制を乗り越え、

いまなお最前線で活躍する自動集客マシーン。

ＴＢＳ無料「お試し」５日間はこちら

※ 現在「TBS」は、弊社以外では購入できません。



 

アカウントのシャドウバンや凍結を引き起こす理由はいくつかありますが、

ほとんどの人が見落としているポイントに

“ＩＰアドレス”

があります。

ＩＰアドレスが、

シャドウバンや凍結に大きく影響していることを知っただけで有料級の価値がありますよ。

ここまでお読みになって、

「おっ、ＩＰアドレスを知るとリスク回避につながる!?　知らなかった！」

という人は読み進めてください。

一方、

ＩＴ知識のある人には釈迦に説法になりますので、お読みいただく価値はありません。

申し遅れました。

私・仲元は2017年からＸ(旧Twitter)自動化ツールに携わっていて、

2020年からは自社開発した自動化ツール「ＴＢＳ」を提供しています。

これまで数えきれないほどのＸ(旧Twitter)アカウントを運用してきた経験から、

価値ある情報を今回公開することにしました。

とはいえ、

核心部分については、無制限に公開したくないので、記事後半をnoteの有料記事にしました。

必要に応じてご購読なさってください。

・ なぜか利用規制やシャドウバン、凍結をくらってしまう人

・ Ｘ(旧Twitter)で複数アカウントの運用をしている人

・ Ｘ(旧Twitter)で自動化ツールを使った運用をしている人

は、この“ＩＰアドレス”についての知識と対策を持っておかれるといいでしょう。

今回の知識と対策を知らないままでＸ(旧Twitter)運用を続けていると、

ポスト（投稿）を重ね、せっかくフォロワーを増やした頃に、

いきなり凍結される！などという絶望を回避できる可能性(※)があります。

※「回避できる」と断言せず、「回避できる可能性がある」と書いたのは、

規制や凍結の原因が“ＩＰアドレス”以外にあるものまで回避できるわけではないからです。

規制や凍結の大きな要因は“スパム認定”“通報”の２つです。

これらはＩＰアドレス対策をしていても規制や凍結は回避できません。

予めご了承ください。

どのＳＮＳでも、ＩＰアドレスによる監視は行われています。

その中でＸ(旧Twitter)は、

利用者に「オレはＩＰアドレスを監視してるぞ」と明確に宣言している唯一のＳＮＳです。

そのくらいＩＰアドレスによる監視を重視しているということですね。

ちなみに、それがうかがえるのは、

そのアカウントの作成日時に加えて、

作成時のＩＰアドレスを明示してきていることからわかります。

アプリからではなくブラウザから、

Ｘ(旧Twitter)にログインし、

「設定とプライバシー」から「アカウント」

そして再度パスワードを入力して「アカウント情報」ページを開くと、

「アカウント作成」項目に作成日時とＩＰアドレスの記載があることを確認できます。

えっ!?

こういう表記があるだけで

利用者に「オレはＩＰアドレスを監視してるぞ」と明確に宣言になるの??

と感じられた人もいるでしょう。

ある種の不感症に陥っていますね。

明文化されないと意図を把握できない人です。

ネット社会では、

「Ｘ(旧Twitter)だけがアカウント作成ＩＰアドレスを利用者に明示してきてる！

これって、「見てるぞ！」って警告やんな!?」と

疑り深く感じるくらいのアンテナ感度を持ちましょう。

そうでないと、

「なんで規制や凍結されたんか、わからへん????」という状態に陥りかねません。

Ｘ(旧Twitter)がＩＰアドレスによる監視を重要視していることがわかりましたね。

ということは、

「同じＩＰアドレス」

「過去に使用していたＩＰアドレス」

に注意を払うことで、

Ｘ(旧Twitter)社のＩＰアドレス監視のほとんどを回避できてしまうことを意味します。

ここからは、

ＩＰアドレスに関係するサービスと、

Ｘ(旧Twitter)アカウント運用の観点からみた実態や問題点などを解説してきます。

最後の⑤⑥はnote有料記事になります。

① ＶＰＮサービスを使う

ＩＰアドレスを隠すことができるサービスの代表格はＶＰＮサービスです。

ＶＰＮサービスを使うと、

あなたが今使っている端末に割り振られたＩＰアドレスを隠すことができます。

「隠すことができる」というのは

「ＶＰＮサービスのサーバーＩＰアドレスを表示している」ことを意味します。

ＶＰＮサービス提供事業者の回線数・ＩＰアドレス数には限りがあります。

従って、

「過去に使用されたことがるＩＰアドレス」である可能性が高いです。

Ｘ(旧Twitter)社は、

過去に誰かが利用規制や凍結させたアカウントのＩＰアドレスを記録しており、

ブラックリストやブラック予備軍リストに整理して監視体制に組み込んでいるとされています。

2010年代後半に、

大量のTwitterアカウントがこうしたＶＰＮサービスから作成されたて、

大量にスパム行為に使用された経緯があり、

ＶＰＮサービス提供事業者の回線・ＩＰアドレスは、

むしろＸ(旧Twitter)社のブラックリストに載っていると見るべきです。

このことから、

Ｘ(旧Twitter)アカウント運用において、

ＶＰＮサービスは使わないほうが賢明です。

②ＶＰＳサービスを使う

ＶＰＮは接続先だけを変更するサービスですが、

ＶＰＳは仮想サーバーを借りるサービスで、

レンタルサーバー会社内に自分専用のパソコンを設置するようなサービスです。

24時間365日使えるので、

投資などを始め自動化ツールを稼働させる際に好んで使われています。

このＶＰＳサービスも、

「過去に使用されたことがあるＩＰアドレス」が割り振られる可能性が否定できません。

かつサーバー再起動指示でもＩＰアドレスは変わらない場合がほとんどです。

運良く過去に使用されたことのないＩＰアドレスであっても、

あなたがＸ(旧Twitter)運用で規制や凍結を発生させてしまうと、

一巻の終わりです。

従って、

Ｘ(旧Twitter)の複数アカウント運用には不向きです。

１アカウントの運用でも、基本的に危険であることに変わりありません。

③シークレット（プライベート）モード

一部のブラウザには、シークレットモードやプライベートモードと呼ばれる機能がついています。

これらでは、ＩＰアドレスを隠したり、変更することができません。

これらは、閲覧履歴やCookie情報を残さないようにする機能です。

実は、Ｘ(旧Twitter)を使う際に、

シークレット（プライベート）モードを使うと

Ｘ(旧Twitter)社側で異常検知機能が働いて、

余計に規制や凍結リスクを引き上げ兼ねない事例がいくつもあります。

この方法も使わないように気をつけましょう。

ここまで記述してきた①②③については、

同じ端末で別の作業のために使用している状態で、

うっかりＸ(旧Twitter)を立ち上げるなどしないように注意しましょう。

④プロキシ

①のＶＰＮサービスが（契約者全員が使える）公衆アドレスなのに対して、

このプロキシは契約者個別にＩＰアドレスが割り振られ、

契約期間中は他の人がそのIPアドレスを使うことのない専用ＩＰアドレスサービスです。

Ｘ(旧Twitter)複数アカウントの運用においては必須です。

ですが、

このプロキシも、あなたが契約する前に別の人が使用していた可能性が大きく、

そのプロキシのＩＰアドレスがＸ(旧Twitter)社のリスト入りしているかどうかはわかりません。

可能であれば、

プロキシ経由でＸ(旧Twitter)アカウントを新たに作って、

しばらくテスト運用してみるのが賢明です。

過去に同じプロキシでアカウント凍結された記録があるようなら、

アカウント作成時やテスト運用中に規制を受ける可能性が高いです。

そのくらいの慎重さは必要だと思われます。

テスト運用で問題ないだろうと判断できれば、

本格運用を開始しましょう。

⑤⑥は

Ｘ(旧Twitter)の安全な運用ができる最強の２つです。

有料記事にはなりますが、

ご興味お持ちいただければ、

ぜひお読みいただき、

あなたのＸ(旧Twitter)運用にお役立てください。

私も、

この⑤⑥の方法で、

アカウント利用規制や凍結リスクを回避しています。

 

＜ ⑤⑥を有料記事で読む ＞

noteの記事へ飛びます。

リンク先下段の有料記事購入へおすすみください。

 



あの神集客ツール「T-GOD」シリーズの後継であるＴＢＳ。

2020年から幾度となくＸ(旧Twitter)規制を乗り越え、

いまなお最前線で活躍する自動集客マシーン。

ＴＢＳ無料「お試し」５日間はこちら

※ 現在「TBS」は、弊社以外では購入できません。
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あの神集客ツール「T-GOD」シリーズの後継であるＴＢＳ。

2020年から幾度となくＸ(旧Twitter)規制を乗り越え、

いまなお最前線で活躍する自動集客マシーン。

ＴＢＳ無料「お試し」５日間はこちら

※ 現在「TBS」は、弊社以外では購入できません。



ここ数回に渡って解説する基礎知識は、

理解していることにこしたことはないですが、

正直、知らない・わからない状態でも、

「ツール」を使いこなすことはできます。

例えるなら、住まいの

「快適な暮らし方」と「ＤＩＹリフォームスキル」は全く別物であるのと同じです。

なので、

知識的探求心がある方のみ読み進めて、

「そういう難しい仕組みとか用語は苦手なんだ」

という方はこの基礎知識編シリーズは読み飛ばしてOKです。

＜推奨動作環境＞

みなさんから一番多い質問がこれです。

ツール開発者であると同時に、

私は様々な環境で運用を試してきており、

中でもＶＰＳ環境については、

恐らく私が「ツール」の使用者で初めてであり、今でも最前線です。

ご自分の使用端末（Windows、Mac・iOS、Android）の推奨動作環境をお確かめください。

なお、開発者のおススメは、

（中古PCでもいいので）Windowsパソコンでの運用です。

素賞動作環境を備えたモノでも、中古PCなら２～３万円、

オンライン販売PCなら新品で１０万円以下のもので大丈夫です。

(1) WindowsPCの場合

まずは、基本的な動作環境から紹介します。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「ツール」はWindowsで動作します。

推奨動作環境としては、メモリが４ＧＢ以上です。

できる限り光回線ルーターから有線ＬＡＮでの接続が望ましい。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

上記環境で、

Twitterアカウント５個程度は同じパソコン上で稼働できると思われます。

もちろん、

その同一PCで、他の作業をしている場合などは、

稼働アカウント数が減ります。

「ツール」購入なさった方で、

もしPCのスペックがメモリ４ＧＢ未満の方がおられましたら、

少しでも収益があげられたら、

まずPC環境へ投資して、メモリ８～１６ＧＢを手に入れましょう！

ビジネスに投資はつきものです。

最初から揃えろとは言いませんが、なるべく早期に環境を整えましょう。

これは同じ１０００kmを完走するのに、

いつまでも軽トラックで走りつづけるか、

稼いで快適に高速で走れる車を手に入れるかの違いです。

最終的には、我々のビジネスは１０００kmで終わりませんので、

軽トラと高性能車では、とんでもない差がつきます。

ちなみに私は、

少し世代は前になりますがCORE i7の16ＧＢです。



これでも複数アカウントの動作が重なると

ツール落ちすることもあります。

ですが、

１アカウントだけを運用なさるお考えなら、

４ＧＢで十分です。

続いて、

通信環境についての話になりますが、

携帯電話回線 ＜ 光回線Wi-Fi ＜ 光回線ルーター有線

となり、最も推奨できるのは光回線ルーターからの有線ＬＡＮ接続です。

通信速度が最も早く、かつ安定していることが理由です。

パソコンのスペックを最大限生かせるのは有線ＬＡＮだといえます。

過去のツール稼働において、

パソコン動作および通信がスムーズでないと、

Ｘ(旧Twitter)社システム側から異常検知とみなされて、

botなどと見間違われて凍結された例が過去にあります。

携帯電話回線やWi-Fi環境で運用ができない訳ではありません。

より安全・安定した運用を目指すなら有線ＬＡＮ一択です。

このあたりについては、別記事でも詳しく解説しています。

ご参照下さい。

（おまけ）

購入者グループのメンバーの方が

「ツール」稼働の様子をYou-Tubeにアップしています。

この動画が撮影された頃と今では「ツール」は仕様も変わっていて、

最新版の稼働とは全く異なりますが、雰囲気を感じてもらえればと思います。



※この「ツール」は常に改善を考えている開発者によって、

随時バージョンアップされていきます。

バージョンアップ費用を開発者は取っていません。

つまり、月額費用で購入すると、

ずっとバージョンアップを無料で受け続けれています。

(2) Mac PCの場合

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「ツール」はWindowsで動作します。

推奨動作環境としては、メモリが４ＧＢ以上です。

従ってMacPCで使用する場合は、

あなたのMacPCでWindowsが使えるようになるBoot Campを導入してください。

（↑推奨）

あるいは、

レンタルサーバー会社が提供している「ＶＰＳ for Windowsサーバー（４ＧＢ以上）」というサービスをご契約ください。

（↑非推奨）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

お持ちのMac PCに直接ツールをインストールすることができません。

そのため、MacPCにWindows環境を用意する必要があります。

これには、

お持ちのMacPCに直接WindowsをインストールするBoot Campという方法と、

クラウド上に仮想PC（もう一つ別のPC）を持つ方法が考えられます。

開発者のおススメはBoot Campです。

Apple社のユーザーガイドでも紹介されています。

お使いのMacでWindowsを使用する

https://support.apple.com/ja-jp/guide/mac-help/mh11850/mac

別の方法は、

あなたのMacPCに直接インストールするのではなく、

レンタルサーバー会社が提供する仮想サーバー（ＶＰＳ）を契約して、

仮想サーバー上でWindowsを稼働させるというものです。

複雑に感じるかもしれませんが、

お持ちのＰＣ以外に、もう一台、仮想空間上にＰＣを持つことを意味します。

ただし、

ＶＰＳサービスのうち、

「Windows Server」を選ばないと、

ツールの稼働はできませんのでご注意ください。

私の知る限り、

Windows Serverサービスを提供しているのは、

Xserver VPS for Windows Server

ConoHa for Windows Server

の２つからお選びになると間違いないでしょう。

このＶＰＳサービスを利用する場合には、

メリットとデメリットがあります。

メリットは、仮想サーバーであるので、

① 電気代を気にせずルーツを動かせる。

所有するＰＣでツールを動かす場合には、

常に電源を入れっぱなしにしてツールを起動させておく必要があります。

この場合、電気代はもちろん、パソコンの動作音や発熱が気になるところですが、

仮想サーバーなら全く気にすることはありません。

仮想サーバー本体はレンタルサーバー会社にあるので、

動作音や発熱を気にする必要もなく、

電源を入れっぱなしでも電気代を別で請求されることはありません。

② MacPCからだけでなく、スマホからでも操作できる。

仮想サーバーへのアクセスは「リモートデスクトップ接続」という方法が使われます。

つまり、ＰＣだけでなくスマホからでもＶＰＳに接続できるので、

自宅外からでも、ＰＣが手元になくても操作可能です。

デメリットは、

① なんといってもコストです。

月額４千円前後かかります。

ツールの月額費用より高額になりかねません。

もちろん、仮想サーバーの使い道はツール以外にもありますので、

フル活用できる人なら月額４千円でも許容できるかもしれませんが…

② ＩＰアドレスが固定である。

ＩＰアドレスについては、

Ｘ(旧Twitter)運用の重要な要素なので別ページで解説していますが、

ＶＰＳサービスでは、このＩＰアドレスを変更することはできません。

これが運用リスクになることがあります。

(3) スマホやタブレットの場合

基本的に、

スマホやタブレット端末での「ツール」稼働はオススメしません。

性能面もさることながら、画面がそもそも小さく、使いにくいからです。

スマホのブラウザでＰＣ用サイトを見ている感じです。

iPad pro以外の場合のタブレットは、

性能がツールに見合っておらず、

動作そのものが不安定になり好ましくありません。

ご理解いただいたうえで、

スマホやタブレットでツールのご使用を検討されているようでしたら、

以下のお読みください。

スマホやタブレットを使う場合、ＯＳを確認してください。

ほとんどの場合、iOS もしくは Android だと思います。

もし Windows である場合は、理論上はツールをインストールすることは可能ですが別の意味でオススメしません。

結論をお話すると、

スマホやタブレットからツールを使いたい場合は、

MacPCで２つ目にご紹介した方法「ＶＰＳ for Windows Server」という仮想サーバーを使用する方法になります。

MacPCでの解説と重複しますが、

このＶＰＳサービスを利用する場合には、

メリットとデメリットがあります。

メリットは、仮想サーバーであるので、

① 電気代を気にせずルーツを動かせる。

所有するＰＣでツールを動かす場合には、

常に電源を入れっぱなしにしてツールを起動させておく必要があります。

この場合、電気代はもちろん、パソコンの動作音や発熱が気になるところですが、

仮想サーバーなら全く気にすることはありません。

仮想サーバー本体はレンタルサーバー会社にあるので、

動作音や発熱を気にする必要もなく、

電源を入れっぱなしでも電気代を別で請求されることはありません。

② MacPCからだけでなく、スマホからでも操作できる。

仮想サーバーへのアクセスは「リモートデスクトップ接続」という方法が使われます。

つまり、ＰＣだけでなくスマホからでもＶＰＳに接続できるので、

自宅外からでも、ＰＣが手元になくても操作可能です。

デメリットは、

① なんといってもコストです。

月額４千円前後かかります。

ツールの月額費用より高額になりかねません。

もちろん、仮想サーバーの使い道はツール以外にもありますので、

フル活用できる人なら月額４千円でも許容できるかもしれませんが…

② ＩＰアドレスが固定である。

ＩＰアドレスについては、

Ｘ(旧Twitter)運用の重要な要素なので別ページで解説していますが、

ＶＰＳサービスでは、このＩＰアドレスを変更することはできません。

これが運用リスクになることがあります。

＜ 結論 ＞

「ツール」での集客を始めるなら、

まずはWindowsPCをお使いになることを強くおススメします。

ビジネスの初期投資と思って、数万～十万円程度でPCを調達なさってください。

既にWindowsノートPCをお持ちでも、

持ち歩くケースが多い場合は、

ツール稼働には不向きです。

ちなみに私は、

自宅に２台、事務所に１台、移動用にノートPCをもう一台使っています。

自宅と事務所の合計３台は、どれも中古デスクトップです。

この３台がツール稼働を担ってくれています。

あとＶＰＳサービスも（ツール以外にも使うので）使用しています。

自分自身でＶＰＳを使っているので、やはりツール稼働では使いにくさがあります。

iPad pre12.9からなら、なんとか使えていますが、ＰＣで操作できない場合に限って使っています。

スマホ（Xperia１とiPhone 12pro）からは、見にくくて使いモノにならないというのが正直な感想です。

別で解説する「ＩＰアドレス」への対応を考慮すると、

自宅や事務所などの電話回線ルーターから優先で接続されたメモリ４ＧＢ以上のWindowsデスクトップPCを最もおススメします。

ちなみに私の肌感覚ですが、

電気代は一台あたり1000円/月いかないくらいだと見ています。

パソコンのお住まいの地域や電源容量にもよるので、

あくまで目安程度に参考にしてください。

 



あの神集客ツール「T-GOD」シリーズの後継であるＴＢＳ。

2020年から幾度となくＸ(旧Twitter)規制を乗り越え、

いまなお最前線で活躍する自動集客マシーン。

ＴＢＳ無料「お試し」５日間はこちら

※ 現在「TBS」は、弊社以外では購入できません。



 

今回の投稿は2018年2月の投稿を引用しリライトしています。

基礎知識編④「推奨動作環境」…「SNS～神～集客」ツール




基礎知識編⑤「Mac」…「SNS～神～集客」ツール




基礎知識編⑥「遠隔操作」…「SNS～神～集客」ツール




基礎知識編⑦「VPS」…「SNS～神～集客」ツール




					

				

			

		
			
			
				
					「SNS～神～集客」ツールの価格について考える【2024年版】

				
				
				
					
						

あの神集客ツール「T-GOD」シリーズの後継であるＴＢＳ。

2020年から幾度となくＸ(旧Twitter)規制を乗り越え、

いまなお最前線で活躍する自動集客マシーン。

ＴＢＳ無料「お試し」５日間はこちら

※ 現在「TBS」は、弊社以外では購入できません。



 

「月額2,980円/税別」…

これが今回話題にしている神ツールＴＢＳの価格です。

Twitter自動化ツールＴＢＳは、月額課金制の商品です。

 



 

 

金額に対する「高い」とか「安い」とかは、

人それぞれの受け取り方・感じ方があろうかと思います。

費用対効果にシビアな事業者様、マーケター様向けに、

1. 獲得フォロワー見込から、あなたの収益を試算してみましょう！

2. 月額課金を単純計算すると…

3. 人件費や外注費と比べてみたら…

の３つの視点で分析してみます。

ご参考になれば幸いです。

1. 獲得フォロワー見込から、あなたの収益を試算してみましょう！

Ｘ(旧Twitter)自動化ツールＴＢＳで「いいね回り」をした場合、

こちらから「いいね」したアカウント数に対して、

フォローで返してくれるアカウント数の平均は３～５％程度です。

３～５％のフォロー率は、

あなたのアカウントの運用内容にマッチしたターゲティングができていることが前提です。

利用開始当初などで不慣れであった場合でも、

１％程度のフォロー率は見込めるでしょう。

ここでは、より低いフォロー率１％で試算してみます。

もちろん「いいね」するターゲット選びに慣れてくれば３～５％は目指せます。

次に、

Ｘ(旧Twitter)は仕様上、１日に1000「いいね」が上限となっています。

これはあくまで上限であって、

運用アカウントのフォロワー数によって「いいね」上限は引き下げられています。

アカウント開設まもない、もしくはフォロワーが少ないアカウントは、

１日300「いいね」くらいを超えると「72時間の利用制限」という規制をくらうことがあります。

ここでは、

上限の1000「いいね」ではなく、

300「いいね」を前提に試算してみます。

＜ 試算の前提となる想定 ＞

『毎日300「いいね」をＴＢＳにつけさせて、そのうち１％がフォロワーになってくれる』

300いいね/１日 × １％ ＝ ３人/１日

『１日300「いいね」させると、３人の新規フォロワーを獲得できる』

という試算になります。

ツールは24時間365日不眠不休で稼働させられることから、

１ヶ月間ＴＢＳを稼働させると、

３人/１日 × １ヶ月(30日) ＝ ９０人/１ヶ月

1ヶ月で９０人の新規フォロワーを獲得できる試算となります。

ここから先は、

あなたのビジネス（商品販売やアフィリエイト）と

コンバージョン率（成約率）に基づいて、

1ヶ月の売上を試算してみてください。

例えば、成約率５％のランディングページに誘導すると、

１個３万円の商品の１ヶ月の売上は、

９０人 × ５％ ≒ ４人　つまり４人 × ３万円 ＝ １２万円

となります。

余談ですが、

あなたのアカウントがフォロワー1000人を超えるくらいになると

１日1000「いいね」ができるようになり、

その頃にはターゲティングも慣れてきて、

３～５％のフォロー率を実現できるようになるでしょう。

その場合、試算上の最大では、

1000いいね/１日 × ５％ ＝ ５０人

５０人/１日 × 1ヶ月(30日) ＝ １５００人

となります。

なので売上は、

１５００人 × ５％ ≒ ７５人　つまり７５人 × ３万円 ＝ ２２５万円

１ヶ月の売上は最大２２５万円という試算になります。

夢がありますね。

ＴＢＳ運用に慣れて、

日々試行錯誤を重ねる価値は十分あると思います。

上記は運用１アカウントあたりの試算です。

複数アカウントを運用すれば、

その分、収益は増えることになります。

 

2. 月額課金を単純計算すると…

ここからは、

月額課金2,980円を単純計算で紐解いていきます。

６ヶ月間使用した場合、17,880円

１２ヶ月使用した場合、35,760円

１日あたり約98円

といったコストがかかることになります。

 

3. 人件費や外注費と比べてみたら…

最後に、

月額課金2,980円を、

同じ作業量（1日300～1000いいね）をさせられる別の方法と比較してみましょう。

まずは、

自分自身の手作業で「いいね」を300個つけることを想像してみましょう。

実際にやってみるとわかりますが、

初めての作業なら、ゆうに８時間はかかります。

慣れても、1000「いいね」を毎日つけ続けることには誰しも無理を感じるでしょう。

つまり、

毎日300～1000「いいね」をし続けるなら、

スキマ時間にポチポチ程度の取り組みでは不可能で、

フルタイム＋残業覚悟で取り組む作業になります。

この作業のために人を雇うとすると、

時給1000円で１日８時間勤務を15日ずつ２人で作業させるのが、

最少人数でのシフト態勢となるでしょう。

1000円 × ８時間 × 15日 × ２人 ＝２４万円/１ヶ月

これだけかかりますね。

ここには含めていませんが、

実際に雇うには、社会保険料も必要になってくるので、

合計２７万円以上がかかる計算になりますね。

もちろん、アルバイトを増やして、

一人あたりの作業時間＝給料を細切れにすれば、

社会保険料は必要ないレベルに抑えることもできるでしょう。

人数を増やせば、作業の引継などの別の問題も増えますが…

あと、

１日1000「いいね」をさせると、

おそらくフルタイムの８時間で終わらないことが予想されます。

毎日２～３時間の残業が発生しかねず、追加で給料を支払うハメになりかねません。

1000円の時給で試算しましたが、

最近の物価高や最低賃金の上昇を考えると、

時給アップも必要になってくるかもしれません。

では、

自分で作業したり、人を雇うのではなく、

外注に出すというのはどうでしょう？

クラウドワークスなどでSNSの運用代行をしてくれる事業者を見つけることができます。

ざっと見たところ、運用代行の内容は、アカウントページ作成や日々の投稿、他のユーザーから「いいね」や「フォロー」があった際の受動的なアクション（いいね返しやフォロー返し）くらいしかしてくれないのに数万円の費用を毎月取られますね。

こちらから積極的に「いいね」していく運用をしてくれそうに読み取れる事業者だと、月20万円かかるところもありますね。

これに対してＴＢＳは、月額2,890円。

2,980円で、あとはあなたが作業指示をすれば、

24時間365日いつでも稼働させられて、

サボることも、ミスることもなく、

追加料金（時給アップや残業代）などがかかることもない。

ＴＢＳなら、

２つの方法(※)で「いいね」をつけ続けられるし、

フォローされた際の「お礼ＤＭ」も自動で送れる。

もちろん、フォローをすることもフォロー外すことも自動ででき、

ポストの予約投稿、ポストの自動削除までできます。

※ ２つの方法とは、

①キーワード検索に基づく「いいね」付け

②任意のアカウントのフォロワーをターゲットにした「いいね」付け

ができます。目的にあわせて使い分けられます。

ですが、

これら機能を全て使いこなす必要はありません。

「いいね」と「新規フォロワーへの自動ＤＭ」くらいで十分です。

それでいて、

Ｘ(旧Twitter)ユーザーをターゲティングする目利きや、

どの時間帯にどんな挙動（秒数設定など）をさせれば効果的なのか、

などの経験値は、

ＴＢＳに指示出ししているあなたに蓄積されていきます。

これで、

ＴＢＳのミニマムなプランなら、月額2,980円。

 



 

金額に対する「高い」とか「安い」とかは、

人それぞれの受け取り方・感じ方があろうかと思います。

費用対効果の価値基準も人それぞれです。

あなたは、どう感じましたか？

一度挑戦してみてもいいかな？

と思われたら、

まずは無料のお試し５日間をご利用になって、

ＴＢＳに触れてみてください。

お試し５日間で、

ノウハウを習得できたり、

成果をあげることは難しいと思いますが、

可能性を探ってみてください。

５日間で判断できなければ、

まずは１ヶ月使ってみるのもありです。

ＴＢＳは、いつでも辞められます。

毎月25日までに解約の連絡をいただければ、

翌月より利用停止となり費用も発生しません。

無理に押し売りしたり、

解約を引き留めたりはしませんので、

ご安心ください。

最後になりますが、

月額費用を検証してきましたが、

別途、初期（ＩＤ発行）費用をプラン毎に5,000円～を一度限りいただきます。

予めご了承のほど、お願い申し上げます

 

追伸：

ツールのメンテナンスやアップデートは無償で行っております。

Ｘ(旧Twitter)側の規制や変更にも可能な限り対応しております。

直近約１年ほどのメンテナンスログは、

ツール起動時にご確認いただけるようになっております。

 



 



あの神集客ツール「T-GOD」シリーズの後継であるＴＢＳ。

2020年から幾度となくＸ(旧Twitter)規制を乗り越え、

いまなお最前線で活躍する自動集客マシーン。

ＴＢＳ無料「お試し」５日間はこちら

※ 現在「TBS」は、弊社以外では購入できません。
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前回は、

「SNS～神～集客」ツールとの出会い

について書きました。

この時、私にとっては、

「ツール」との出会いだけではなく、

「ツール開発者」との出会いが、

その後の人生を大きく変える者でした。

というのも、

この時、30万円のT-GOD２を購入し、

その２年後には、

T-GOD(※)の販権を独占買収し、

後継ツールであるＴＢＳを開発することになるとは、

この時は夢にも思っていませんでした。

※ T-GODは、T-GOD２発売後も併売されていたものの、開発者さんの意向で、販売が廃止されました。その販権を譲り受けたのが、私のツール開発者人生の始まりでした。

 



 

当時の様子を、

2018年2月の投稿でご覧いただけます。

当時は、

TwitterでAPI接続による運用がまだ比較的自由にできていて、

（１件10,000円とか）高額報酬のオプトインアフィリエイトの黎明期でもあり、

かなり稼ぎやすかったのを記憶しています。

何でも先行者が利益を得られる。

そんな事例のひとつとなったのが、

Twitter自動化ツール × アフィリエイト

でしたね。

2024年の今には、私の知る限り、

ほとんど通用しない手法ですけど…

私の場合、

「Twitter自動化ツール × アフィリエイト」衰退し、

Twitter社のAPI規制もどんどん強化され、

この市場からマーケターがどんどん去っていくなかで、

むしろ、

販権を取得したり、

後継ツールを開発したりしています。

なぜだか、お気づきですか？

私は、実は

アフィリエイトはお小遣い稼ぎ程度しかやっていませんでした。

では、Twitter自動化ツールを何に使っていたのか？？？

それは、

アフィリエイトではなく、自分の商品販売に使っていたのです。


一番の稼ぎ頭になってくれていたのは、

「LINE＠海外版」という商品です。

１個３～５万円で販売して、

年商2,000万円を実現してくれました。



年商2,000万円のために必要だったのは、

① 販売価格数万円の商品

② Twitter自動化ツールでの継続集客

（アカウント凍結2022年10月時点のフォロワー数は4,791人）

③ 公式LINEへの誘導と継続的な情報提供

（アカウント利用停止措置2022年4月時点の友だちは380人）

これだけです。

決して、

１万人を超えるようなフォロワーを集めたわけでも、

（結局ピーク時でも５千人にも届かなかった…）

１千人を超えるようなLINE友だちを集めたわけでもありません。

（300人ほどの友だち数をウロウロしていた程度…）

それでも、

年商2,000万円…

これで十分じゃないですか？（笑）

この経験があったからこそ、

その原動力になったＸ(旧Twitter)集客に注力して、

T-GODの販権を独占買収したり、

後継ツールであるＴＢＳを開発したのです。

時代は大きく変わりました。

イーロン・マスクに買収されたTwitterも大きく変わりました。

言論の自由を実現する反面、

収益構造の再構築が急がれるばかりにユーザーの期待値を下回り始めています。

変わらないこともあります。

・Ｘ(旧Twitter)は匿名性が高く、ユーザーのハードルが低い。

・Web検索とは異なり、様々な見方や意見が同時に知れるTwitter検索は今でも秀逸。

・「いいね回り」がチラシポスティング同様の効果を発揮してくれる。

つまり、

アフィリエイトは副業で、

マーケティングと金融コンサルティングが本業の私にとっては、

まさにSNS時代の（相手を不快にさせない）飛び込み訪問ツールを

得たも同然に思えました。

そして、それが実感となるのに

ツール購入から、さほど時間はかかりませんでした。

さらに、

Twitter自動化ツールとの出会いは、

当時の開発者Ｆ氏やツール開発との出会いであり、

私からツールを導入なさった様々な業種の事業者さんとの出会いになりました。

ツールとの最初の出会いから６年、

今では、私からマーケティングツールやビジネスコンサルティングなど、

何らかのお取引きをいただいている方が3,000人を超えました。

これからの出会いも想像するとワクワクします。

ここまで長文をお読みくださったあなたと是非次のステージに進みましょう！
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あれは2017年の年末のことだった。

とある有料高額塾で一緒だった中の数人で作成していたLINEグループに

一人のメンバーからこんなメッセージが届きました。







このLINEグループのメンバーは、

「公式LINE」を活用する集客に取り組んでいるのが共通点です。

今では当たり前となっているSNSから公式LINEへの集客導線。

この2017年にも既に王道となっていた。

ですが、飛び込んできたキーワードは、

「Twitter」

「自動化」

「ツール」

「３０万円」

でした！

この情報提供者は、

そもそもTwitterを使ったアフィリエイトで生計を立てている人物。

しかも、とても温厚な彼が、

「これは使える！」と、鼻息荒いトークを書き込んできたら、

私にとっては疑う余地は全くないものの、

「３０万円」という価格と年末年始の慌ただしさの中で、

即決！という訳にはいききませんでした。

すると上記トークにもありますが、年末の数日に

その「ツール」を稼働させた、

さらなる詳細データが送られてきました。



１２月２９日

友だち追加　９９人　有効友だち追加　８５人　ブロック数１４人（約１４．１％）

１２月３０日

友だち追加１８９人　有効友だち追加１６３人　ブロック数２６人（約１３．８％）

これは公式LINEの友だちがどれだけ増えたかという数字です。

「ツール」が稼働するのはTwitter上…

Twitterから公式LINEへ誘導しても、ついてきてくれるフォロワーは１～３割程度。

つまり、この２日だけで、

９６０人～２，８８０人のTwitterフォロワーを集めている計算になります。

しかも、これまで私が行ってきた公式LINEでの集客では、

ブロック率が平均２５％前後です。

なので、ここで示されたデータは

私がこれまで行ってきた公式LINE集客では信じられないほど、

量も質も非常に精度の高い集客実績でした。

そんなデータを見たら、

「買って、猛烈に集客して、しっかり稼ぐ」しかないでしょ！

これが、

「SNS～神～集客」ツールとの出会いでした。

 


この情報が飛び込んできたおかげで、

私の2018年からのネットビジネス快進撃は始まりました。

年商2,000万円時代の到来です。

ツール所有者の私が、

寝てても、食事していても、遊びに行っていても、

もちろん本業に出かけて行っても、

24時間365日、

愚痴も言わず、賃金も要求せず、ミスすることもなく、

自動集客し続けてくれる神ツール。

まさに私の人生が変わった事件（出会い）でした。



 

あれから６年…

時代は変わり、TwitterはＸに変わり、LINE＠はLINE公式アカウントに変わり、

Ｘ(旧Twitter)ではAPIやbotは規制されるようになり、有料プランが導入されるようになり、

T-GODはAPIに依存しないTBSに…

ものすごい速さで変化を目の当たりにしてきましたが、

いまなお「SNS」から「公式LINE」への集客導線は王道です。

６年の試行錯誤からくる経験値の蓄積、

それから導きだされる運用手法。

ちょっと興味をそそられてしまった、あなた！

当時のように「30万円・一括払」する必要はありません。

弊社だけの＜エントリープラン＞なら月額2,890円/税別から始められます。

最初の５日間は無料お試し期間も用意しています。

「SNS～神～集客」ツールＴＢＳを使うと、

３ヶ月から６ヶ月で成果がでるでしょう。

Ｘ(旧Twitter)フォロワー数１万人までのアカウント育成に最適化されています。

詳しくは↓↓↓より、あなたの目でご確認ください。
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					公式LINE運用のコスト削減編

				
				
				
					
						謎多きLINE公式アカウント海外(ﾀｲ)版の正体とは？






こちらの動画はご覧いただけましたでしょうか？

動画内では、回答の詳細解説などができませんできたので、

こちらの記事で公開していきます。

クイズの一問目



これはLINE公式アカウントの

日本版と海外版の運用コスト差がわかりやすい設例です。

ちなみに、

日本版で10万円/月のコストがかかる運用内容とは…

100,000円

≒ ( スタンダードプラン月額15,000円 + 追加メッセージ料金3円/通 × 25,300通 ) +消費税

・日本版有料上位プランのスタンダートプランを使用。

・基本プランに含まれている30,000通/月に追加で25,300通/月を使う。

 

＜ LINE公式アカウント日本版の料金表 ＞



 

同じ運用内容

（有料上位プラン使用で合計メッセージ55,300通使用）を

海外(ﾀｲ)版だと…

( プロプラン月額1,500TB + 追加メッセージ料金0.04TB/通 × 20,300通 ) + 付加価値税(7%)

≒ 2,474TB ≒ 10,000円

・タイ版有料上位プランのプロプランを使用

・基本プランに含まれている35,000通/月に追加で20,300通/月を使う

・日本の消費税に相当するタイの付加価値税は7％

・1TB＝4円で換算。為替変動によって毎月の請求額も変動します。

※ TB は、タイの通貨・タイバーツの略

＜ LINE公式アカウント海外(ﾀｲ)版の料金表 ＞



このように、

同じ運用内容で日本版と海外(ﾀｲ)版を比較すると

月間の運用コストが、

なんと日本の1/10で済んでしまう！

というわけです。

気絶しそうなくらいの安さですね。

LINEの海外展開で成功しているといえるのは、

台湾、タイそしてインドネシアです。

そのうち、物価水準などの影響からかタイ版が最もリーズナブルだというわけです。

でも、それだけ安いと日本版より機能性では劣るのではと思ってしまいますが…

 

クイズの二問目



日本版とタイ版を機能面で比較した場合、

(1) 「認証済みアカウント」にはなれない

(2) 属性としてデフォルト設定されている「性別」「年齢」「地域」が反映されない

この２点が挙げられます。

(1) 「認証済みアカウント」にはなれない

タイ版の認証済みアカウントになるには、タイに住所が必要です。

タイに住所があり、タイからネット接続して申請しないと申請できません。

【対応策】

「認証済みアカウント」が必要でしたら、日本版で取得しましょう。

コストメリットも教授したい場合は、日本版（個別チャット用）とタイ版（メッセージ配信用）を２つ運用するなどしましょう。

(2) 属性としてデフォルト設定されている「性別」「年齢」「地域」が反映されない

タイ版はタイ在住者の「性別」「年齢」「地域」を分析します。

従って日本に住んでいる人の「性別」「年齢」「地域」は全て不明と判定されてしまいます。

この属性が使えない場合、セグメント配信という属性などを絞った配信ができなくなります。

全ての友だちに一斉配信することは属性に関係なくできます。

【対応策】

LINE公式アカウント基本機能である「タグ」という機能を使うと、

個別チャットから「性別」「年齢」「地域」情報を（最大10項目まで）設定できるので、

実質同じようなことは属性機能が使えなくても実現できてしまいます。

あと、

「日本語サポートが受けられない」ことをデメリットと思われる人がいますが、

日本版で同じ現象を問い合わせれば済むだけですので、

こちらもひと手間かければ海外版のデメリットは克服できてしまいます。

これらを踏まえてクイズに問目の回答は

「〇（ほぼ同じ）」といたしました。

 

そこまで海外(ﾀｲ)版も優秀だと聞かされると、

じゃぁ、ＬステップやＬメッセージなどの

外部ツールとのＡＰＩ接続はできるんでしょうね!?

ということで…

クイズの三問目



こちらは「〇（できる）」が正解です。

ＬステップやＬメッセージなどの外部ツールは

問題なくＡＰＩ接続できて全機能が使用できています。

とはいえ、

ＬステップやＬメッセージなどの外部接続業者に

「海外版も使えますか？」なんて聞いても答えてはくれませんよ（笑）

もちろんLINEに問い合わせても答えてくれません。

海外版を使うこと自体、

プラットフォーマー側から推奨されいることではありません。

あくまで、

輸入車の並行輸入のような存在です。

国内正規ディーラーのメンテナンスは期待できません。

コスト削減1/10というメリットのためには、

自己責任で使ってみよう！という人向けです。

LINE公式アカウント自体を使うことに不慣れた人は、

わざわざ海外版に手を出すことは賢明ではありません。

追伸：

「海外版は規制がゆるい」とか

「海外版は利用停止される」とかおっしゃる人がおられますが、

どちらも間違っています。

利用停止などの規制は、

日本でも海外でもその基準＝規約は同じです。

規制を受けた場合のほとんどは、

・運用内容がLINE社のガイドラインに抵触している

・友だちから詐欺だのスパムだのと「通報」されている

・過去に規制を受けたアカウントと同じ環境で運用している

ことが原因です。

海外版だからという理由では、

基本的に規制は受けていないのが現状です。

唯一、

海外版の運用をする際に、

「会社・事業者の所在国・地域」設定を日本に変更していなかったり、

「お支払方法」の登録時に（タイからみて）外国業者である旨を隠して決済手段を登録するなど、

実態と異なる偽装をすると規制の対象となります。

これは日本人のユーザー（友だち）を日本の法律で保護するには、

事業者が海外版でも「日本」で運用することを明示しなければならず、

「タイ」など海外のまま運用した末に、ユーザー（友だち）とトラブルになっても、

日本の法律下で紛争解決できなければ非常に面倒なことになるからです。

個人情報流出などで行政指導されている総務省からも、

またユーザーの苦情が届く消費者庁からも、

LINE社が睨まれることを嫌って、

「日本で海外版を使うなら、きちんと明示して！」という仕組みになっているので、

これに反抗すると規制されることがあります。

特に友だち数が増えると規制されます。

こういう実際の海外版の運用に精通した（弊社のような）事業者から、

海外版は入手されることをおススメします。

弊社より安い価格で販売している業者はたくさんいますが、

どれも作成方法や管理方法が未熟で、

規制対象になってしまう。

しかも、あなたが購入後にアカウントを育てた頃に、規制されてしまいます。

海外版を使うかどうか、

そして、

購入コストの安さを優先なさるのか、

もしくは、

友だちを失うリスクを少しでも回避することを優先なさるのかは、

全てあなたの選択次第です。

スモールビジネスにおいても、

プラットフォーマー（LINE社など）の暴政に従属することなく、

果敢にマーケットを攻める事業者でありたいと願っております。

あなたの集客も順調にいくことを祈念しております。



					

				

			

		
			
			
				
					X(Twitter)の自動いいねは禁止だが、やっても規制されない⁉

				
				
				
					
						Ｘ(旧Twitter)のフォロワーを増やしたり、

アカウントページ掲載URLへ誘導する方法の１つとして

「いいね」は非常に有効です。

なぜ、そこまで効果的なのかについては、

著書「これだけでTwitterはおもいのまま」をご覧いただきたいですが、

簡単に解説しますと…

つながりのないＸ(旧Twitter)ユーザーに、

いきなりフォローしたり、DMを送り付けたりすると、

嫌がられたり、恐がられたりして、

スパム扱いされたり、通報されたりします。

このことによりあなたのＸ(旧Twitter)アカウントは

利用制限やアカウントが凍結される恐れすらあります。

迷惑がられているわけです。

ところが、「いいね」に限っては、

比較的歓迎される傾向にあります。

（そもそも人に一切見られたくないポストなんて存在しませんので）

しかも、

ポストに「いいね」されたＸ(旧Twitter)ユーザーは、

「どんな人が私のポストに共感してくれたのだろう？」と

「いいね」したあなたに一定の関心を持つ傾向もあり、

Ｘ(旧Twitter)上で何らかのアクションをするには、

必ずアカウントページを見なければならない構造になっています。

つまり、このことが、

あたかも郵便受けにポスティングされるチラシのような効果を発揮し、

一定数の見込み客を生み出すことが期待できます。

これが俗に言う「いいね回り」ですね。

この効果を知ると、

多くの人が「いいね」を自動化して大量に実施したいと考えがちですが、

「いいね」の自動化はＸ(旧Twitter)公式の自動化ルールで禁止されています。

Ｘ(旧Twitter)公式の自動化ルール

https://help.twitter.com/ja/rules-and-policies/x-automation

D. ツイートやアカウントに対する自動化された操作

いいねの自動化: 自動的にツイートをいいねすることは禁止されています。


余談ですが、

ツイート(ポスト)を自動化することや受け取ったDMに自動応答することは禁止されていません。

一方的にフォローやDMを送ることは禁止されています。

しかし、実際には「いいね」を自動化して運用しているアカウントもあります。

「いいね」を自動化しているアカウントは規制されないのでしょうか。

この記事では、「いいね」の自動化と規制の実態についてご紹介します。

弊社では、スモールビジネスオーナーが

競争の激しいマーケット環境で戦い生き抜くには、

必ずしも巨大プラットフォーマーの言いなりにならず、

挑戦的であるべきだ！という考えを持っています。

巨大プラットフォーマーは、

ある種の独裁国家・専制政治国家と同じように見えます。

決して民主化されているとは思えません。

この主旨にご賛同いただけない場合は、

当然「いいね」の自動化もなさらないと思います。

※ 弊社では、「いいね」自動化できるツールをご提供しております。

公式ルールで禁止されてはいますので、ご利用は自己責任でご判断ください。

「いいね」自動化の現状

「いいね」の自動化がＸ(旧Twitter)公式ルールでは禁止されているのは、お伝えした通りです。

しかし、「いいね」の自動化をした人が規制されることはほとんどありません。

なぜ規制されないのか？

なぜ、「いいね」の自動化は禁止されているにも関わらず、

実際には規制されることがほとんどないのでしょうか？

その理由は、

Ｘ(旧Twitter)のサーバー等の過負荷にならない限り、

許容されている、見過ごされているからです。

Ｘ(旧Twitter)の操作には、

アカウント規模（フォロワー数やアカウント履歴）や時間あたりのアクション実行上限回数が決められています。

この範囲内なら、サーバーの過負荷には該当しないとされています。

つまり、

このアクション実行上限回数を超えなければ規制は行われていないということです。

逆に、この実行上限回数は、手動いいねで超えても規制されます。

もはや自動化による規制は行われていないと言えます。

よく、「いいねを自動化したら規制された！」との声がありますが、

実際には「自動化」で規制されたのではなく、

自動化によって「過剰にいいねした」ことが規制の原因です。

このアクション実行上限回数などについては、

ノウハウを持っている（弊社などの）事業者とお付き合いなさると

簡単に問題解決できるでしょう。

「いいね」自動化はバレている

「自動化そのものがバレていないんじゃないか」という人がいますが、

そうではありません。

Ｘ(旧Twitter)は、

一つひとつのアカウントのアクション履歴からIPアドレスまで、

全ての操作記録を残していることで有名なSNSです。

現実的に、

全てのアカウントを管理・規制することが

Ｘ(旧Twitter)社運営上の費用対効果に見合わないので、

以下の場合を除いては、黙認・許容されているのです。

「いいね」自動化は、

① アクション実行上限回数を超えてサーバーに過負荷を与えたり、

② 迷惑行為だとして通報された場合に、

そのアカウントの動作履歴が調査され、

自動化されていることが発覚するという流れです。

このような背景・実態があり、

自動「いいね」は、適正範囲での運用をすれば、

規制されることはまずないため、

自動化しているＸ(旧Twitter)ユーザーが、

これほど効果的な集客手法である自動「いいね」を手放すことはありません。

つまり、最終判断はあなたに委ねられていると言えます。

「規制されていないけど、ルールで禁止されているなら、ダメだよね」

とお考えになるのか、

「プラットフォーマーですら許容・黙認しているなら、集客を優先しよう」

とお考えになるのかは、あなた次第です。

弊社では「巨大プラットフォーマーと戦おう！」と申しましたが、

自動「いいね」がゲリラ的な手法であることは十分認識しております。

あなたのＸ(旧Twitter)アカウントが、

フォロオワー数千人や１万人以上もおられるなら、

ブランドイメージを損ないかねませんので、

自動「いいね」はお使いにならないことをおススメします。

反対に、

無名で作ったばかりのアカウントを、

フォロワー数千人まで育てたい意向には、

自動「いいね」は最短距離で成果を出す方法だと言えます。

Ｘ(旧Twitter)のキーワード検索機能の「最新」欄を使用することで、

（弊社の自動「いいね」だと）

Ｘ(旧Twitter)ユーザーが、

検索に使用したキーワードを含むポストして数秒以内から、

そのポストに「いいね」させられます。

ポストした途端についた「いいね」って嬉しいモノですし、

「誰が見てくれて共感してくれたんだろう？」と気になって、

あなたのアカウントページを見にきてくれるでしょう！

共に戦っていきましょう！

追伸：

自動「いいね」が公式ルールに違反していることを一切触れもせず、

知れっとツール販売している業者が（弊社以外）ほとんどです。

きっと後ろめたいから隠しているんだと弊社はみています。

正しい情報・知識をわかったうえで、対策して、自分で判断して活用する。

これが本当の経営者ではないでしょうか？

そんな逞しいスモールビジネスオーナー様にご利用いただけると嬉しいです。

弊社がご提供しておりますＸ(旧Twitter)自動化ツール「ＴＢＳ」のデモ動画



Ｘ(旧Twitter)自動化ツール「ＴＢＳ」のご案内は ↓↓↓こちら↓↓↓

反応率にこだわったTwitterアカウント運用自動化ツールが登場!!




					

				

			

		
			
			
				
					自分のWebサイトの画像をコピーさせない方法

				
				
				
					
						WordPressで自分のWebサイトを構築してて、

画像をコピーさせない（＝右クリックを無効化する）方法をご紹介します。

① 表示サイト全体で右クリックを無効化するインストールするだけでOKなプラグイン

Disable Right Click For WP

https://wordpress.org/plugins/disable-right-click-for-wp/



このプラグインのいいところは、プラグインをインストールして有効化するだけで、Webサイトの全ページを一発で“右クリックを無効化”してくれること。

とにかく早くて、簡単。

初心者にもやさしいプラグインですね。

有効化後に画像を右クリックすると「Right click id disable!」と表示がでます。

本当は「右クリックは無効です」とかに表示変更したいところですが、翻訳プラグイン使ってもできませんでした（泣）

シンプルisベストですが、細かな設定はできません。

つまり、

長所が短所にもなりえます。

Webサイトの全ページ一括無効化したくない場合は、

このプラグインでは対処できません。

細かく右クリック無効化の範囲を指定したい人は、

次のプラグインを使うといいでしょう。

② 右クリックを無効化の範囲を指定できる小回りの効くプラグイン

WP Content Copy Protection & No Right Click

https://wordpress.org/plugins/wp-content-copy-protector/



有効化したら、「設定」＞「WP Content Copy Protection」に進むと「Copy Protection」の文字が表示されます。

「Main Settings」画面で、トップページ、投稿など、細かく設定できます。

有料版もあり、電子透かしなども入れられます。

そこまで必要ない人で、右クリック禁止をページごとなどで可否を管理したい人は無料版で十分でしょう。

③ コードをテーマファイルに書き込んで無効化する方法

プラグインの使用は、

特に専門的な知識がないユーザーにとって手っ取り早い解決策です。

その反面、サイト速度が低下してしまう可能性もあります。

それを回避する方法に、

サイトのコードを編集して、

右クリックを禁止する方法があります。

この方法を実装したい人は、

ネット検索していただくか、ご連絡いただければと思います。

個人的にはオススメしていません。

私は、別サイトで別の機能獲得のためにコードを書き加える運用もしていますが、

Wordpressテーマ更新がかかると全て消えて初期化（書き加える前の状態に戻）されてしまうのが難点です。

テーマ更新がかかるたびに、自分でコードを書き加える作業が面倒です。

よほどプラグインで意図したことが実現できなかったり、

極端にページ読込速度が遅くならないかぎりは、

テーマファイルへのコード書き込みは私のような素人にはオススメしません。

今回は、

Webサイトの画像やテキストの保護＝盗難防止のための対策ができる方法をご紹介してきました。

今回の方法を講じても、プログラマーレベルの人には盗まれてしまいますが、

一般の素人が気軽に盗むことは回避できます。

その必要性があるWebサイトを運営している場合は、

今回ご紹介した対策レベルは講じておきましょう。

余談ですが、

私は別サイトで亡き愛犬の画像を使用していて、

他人に勝手に流用されたくないので、

上記①の対策を講じました。

動作確認などされたい場合は、

https://loup.life-timers.jp/

で右クリックやテキスト選択などをなさってみてください。

①の「Disable Right Click For WP」を実装しています。

					

				

			

		
			
			
				
					やめとけ！海外版→LINE公式アカウント海外(ﾀｲ)版

				
				
				
					
						1.無料プランでつかうつもりの人

日本版は、2023年6月から、

無料のフリープランで1,000通まで送れていたメッセージ数が、

名称変更された無料のコミュニケーションプランでは200通に減らされてしまいましたね。

200通はさすがに少な過ぎると感じる人も多く、

海外(ﾀｲ)版では、

無料のフリープランで500通、

つまり日本版の2.5倍ものメッセージがタダで送れます。

やめとけ！

フリープランの無料通数を目的に海外版に手を出すのは！

そもそも集客の観点から言うと、

500通であろうが200通であろうが少な過ぎ。

タイ版の500通でも、

500人の友だちがいれば月１回のメッセージ、

50人の友だちがいれば月10回のメッセージ、

5人の友だちがいれば月100回のメッセージが送れるわけですが…

LINE公式アカウントに友だち5人とか50人でビジネスが成立しますか？

あるいは、

友だち500人につき１通のメッセージでマネタイズできますか？

ほとんどの人にとって、

これらは不可能だと思います。

本気で無料プランでビジネスを成立させたいなら…

(1) 使うのは海外版ではなく日本版！

この日本版は「認証済み」アカウントを取得します。

認証すら取れないビジネスは、

そもそもの事業環境・事業態勢をまずは認証が取れるレベルの引き上げることが先です。

認証済みの日本版の無料メッセージ200通は、

新しく友だちになってくれたLINEユーザーへの「あいさつメッセージ」で使います。

(2) 新しく友だちになってくれたLINEユーザーから、必ず返信をもらう！

新しく友だちになってくれたLINEユーザーへの「あいさつメッセージ」に、

抗えない強力なオファーか、

今後もあなたの情報発信を絶対に見逃したくないレベルの期待感をもたせるか、

あるいはその両方かを駆使して、

必ず新しく友だちになってくれたLINEユーザーから返信をもらいます！

とはいえ、

もちろん新しく友だちになってくれたLINEユーザー全員が返信をくれることはありません。

「友だち追加してみたけど、なんか違うなぁ」と感じているLINEユーザーや

「なんかうるさそうだから、やっぱりこれ以上関わらないでおこう」と思ったLINEユーザーも必ずおり、

彼らにまで必ず返信をもらう必要はありません。

しかし、

あなたの狙っているターゲットである見込み客層からは、

あなたの商品や価値観に共感してくれるLINEユーザーからは、

100％返信せずにはいられない工夫を実装した「あいさつメッセージ」を送ります。

(3) （個別）チャットの活用こそがコミュニケーションプランの神髄！

こうすることで、

毎月200人以内の新規友だち追加には「あいさつメッセージ」で対応できて、

返信さえもらえれば、

あとはチャット機能で無料で、

友だちになってくれて返信をくれたLINEユーザーに情報を届け続けることが可能になります。

(4) 新規友だち追加が200人を超えるようなら月額5,000円の有料プランへアップグレード！

このやり方で、友だち追加数が月間200人以上になるようなら、

月額5,000円のライトプランにアップグレードしましょう。

毎月200人以上も友だちが増えていて、

「あいさつメッセージ」で返信をもらうことで、

単なる「友だち」を「見込み客」に進化させられているなら、

月額5,000円程度のコストは支払えるはずです。

以上が無料でLINE公式アカウントを使い倒そうという魂胆の場合の処方箋です。

2.２つある有料プランのうち、安い方しか使う気のない人

２つある有料プランのうち、安い方のプラン、

タイ版の月額1,280ﾀｲﾊﾞｰﾂ（約5,500円）のベーシックプランを使うと、

月額利用料こそ日本版より僅かに割高にはなるものの、

送信可能メッセージ数は5,000通から15,000通へ３倍増！

やめとけ！

安い方の有料プランを配信可能メッセージ通数を目的に海外版に手を出すのは！

本来、海外版が真価を発揮するのは、

２つある有料プランのうち、高いほうのプロプラン。

日本版との比べると、

そのコストメリットは圧倒的。

月額利用料は半額以下

追加メッセージ課金に至っては、95％も割安

LINE公式アカウント運用において、

このレベルの準備ができたなら、

いよいよ大規模集客を開始する時です！

つまり、通過点んとして、

海外版の安い方の有料プランを使うのはありですが、

将来的に高い方（＝プロプラン）へのアップグレードのつもりがないなら、

安い方（＝ベーシックプラン）の有料プランしか使うつもりがないなら、

わざわざ海外版に手を出さなくてもいいと思います。

現実には、

ステップ配信を組んでいるLINE公式アカウント運用の場合、

日本版の月間5,000通だと心もとないから、

タイ版の月額利用料がほぼ同等で15,000通まで対応できるベーシックプランにしているという人もおられるでしょう。

こういう使い方の人は、

将来的にボリュームが増えれば高い方（＝プロプラン）に移行なさると思いますので、

通過点として安い方（＝ベーシックプラン）を使うのは大いにありです！

結論、

日本版の２つの有料プランの高い方（＝スタンダートプラン）を使っているなら、

間違いなく、

タイ版の２つの有料プランの高い方（＝プロプラン）を活用すべきでしょう。

とはいえ、

日本版を海外版に切り替えることはできないので、

友だちを新しいアカウントに移す苦労はありますが、

月額利用料は半額以下

追加メッセージ課金に至っては、95％も割安

となると取り組む価値はありますね。

実際のところは、

月額よりも追加メッセージ課金の95％割安が相当効いてくるはずです。

＜ 例 ＞

一斉メッセージやステップ配信の合計で月間300,000通を消費した場合、

・日本版のスタンダートプランなら

月額利用料15,000円 + 追加メッセージ課金( 300,000通 ー 30,000通 ) × 3円/通 ＝ 825,000円/月

・タイ版のプロプランなら、

月額利用料1,500ﾀｲﾊﾞｰﾂ + 追加メッセージ課金( 300,000通 ー 35,000通 ) × 0.04ﾀｲﾊﾞｰﾂ/通 ＝ 12,100ﾀｲﾊﾞｰﾂ/月

12,100ﾀｲﾊﾞｰﾂは、（1ﾀｲﾊﾞｰﾂ/4円で）換算すると48,400円です。

つまり、同じ運用をして、

日本版 825,000円 vs タイ版48,400円!?

この事実を知ったあなたはどうしますか？

今はまだLINE公式アカウント運用が小規模でも、

いずれ数千人や数万人規模のアカウントに育てるつもりがある場合は、

最初からLINE公式アカウント海外(ﾀｲ)版を使う価値があります。

これだけのメリットがあるのなら、

わざわざ数百円で叩き売りされている粗悪品レベルを買うリスク、冒しますか？

LINE公式アカウント海外版の第一人者である弊社は、

長きに渡って継続運用し続けられるように、

アカウント作成および販売前までの保管においてできること、

全部で６つの施策、

これらを全て実施して安心・安全性の高い状態で納品しています。

そのアカウントが5,000円で購入できるなら、

安いからという理由だけで粗悪品レベルのアカウントを買い付けるリスクは冒さないことをおススメします。

そういう粗悪品は、

安物マーケーターさん達に譲ってあげてください（笑）

コツコツと友だちを集客して、

堅実にLINEを通じて見込み客と信頼関係を築き、

目指した集客規模と売上を

継続して得られるような適正な運用をするあなたには、

粗悪で叩き売りされた安物アカウントはふさわしくありません。

その証拠に、あなたは、

不躾なタイトルで失礼したこの記事をも、

しっかり情報収集のためにここまでしっかりお読みになる慎重さ、賢明さをお持ちです！

そういう類まれなマーケターさんと

ぜひとも弊社はお付き合いさせていただけば、

これほど嬉しいことはございません。

今後とも、

どうぞよろしくお願い申し上げます。

仲元 さとる

↓↓↓↓↓ LINE公式アカウント海外(ﾀｲ)版のご購入はこちら ↓↓↓↓↓

通常価格30,000円でのご案内

★ワンタイムオファー★83％割引でご提供★

※過去に弊社よりご購入いただいた方には、メルマガ（仲元さとる <information@life-timers.net>）配信時のフッターにいつでも5,000円でご購入いただけるご案内を添付しておりますので、そちらをご参照ください。

 

【2023年8月最新版】LINE公式アカウント海外(ﾀｲ)版と日本版の違いは？タイ版のメリットとデメリットを解説！




					

				

			

		
			
			
				
					Facebook広告!?初めて出稿するなら“これ”観ておこう！

				
				
				
					
						Facebook広告って、ちょっとハードル高くないですか？

始めてみて、設定がややこしくて断念した人、少なくないハズです…

もちろん慣れれば大したことありませんし、

Wordpressサイトを運用している人レベルで十分理解でき使いこなせます。

そろそろ初心者さん向けに、

Facebook広告が始められる動画作成しないといけないかな…

と思っていたところ、

You-Tubeでとてもわかりやすく解説なさっている動画を発見しました！

こちらのYou-Tubeチャンネルさんは、

弊社とは無関係の方の動画ですので

動画内容についてのお問い合わせ等は、

動画作成者さんに直接お問い合わせください。

全部で５本の動画で構成されています。

各動画は10分～25分程度で、

わかりやすくまとまってますので、

５本の動画を全てご覧になり、

解説通りに作業なさるとFacebook広告前の準備が完璧にできます！

ぜひ取り組んでみましょう！

①【最新版】Facebookページの作り方を解説！広告出稿に必須の設定を徹底解説 (10:13)



②【最新版】Facebook広告ビジネスマネージャの開設から広告アカウントの作成までを紹介 (17:19)



③Facebook&Instagram広告の為のランディングページのコンバージョン測定の方法について解説！ (8:15)



↑↑↑↑↑で解説されているジャンプページ設定のコードは以下からコピペできます。


<meta http-equiv="Refresh"content="0;URL=転送したいLINE公式アカウントのアドレス">



コード中の「転送したいLINE公式アカウントのアドレス」部分をあなたのモノに変更してください。

ちなみに、自分のLINE公式アカウントのアドレスの確認方法は、LINE official Account Managerにログイン後、該当する公式アカウントを選択し、「ホーム」タブの左側マニュ―を下へスクロールして「友だちを増やす」の「友だち追加ガイド」をクリックし「URLを作成」ボタンをクリックすると入手できます。

 

↓↓↓↓↓で解説が割愛されている「Facebookピクセル・コンバージョンAPI・ドメイン認証」設定の必要性に触れておきます。

「Facebookピクセル・コンバージョンAPI・ドメイン認証」設定を正しく行うことで、

1.広告の効果を測定できる

2.広告から流入したユーザーの行動を分析できる

3.広告のターゲティング設定を細かくできる

4.コンバージョンに繋がる可能性が高いユーザーに配信を最適化できる

つまり、Facebook広告の効果測定と広告配信の最適化のためには、これら３つの設定が欠かせないわけです。

特にMeta社では、配信最適化のためにAIを導入しています。

高度で優秀なAIが、あなたの広告出稿の目的を達成できるよう最適なオーディエンスに露出し行動を促してくれる機能をフル活用するには、これら設定が（面倒でも）必須となります。

④【Pixel Your Site】Facebookピクセル・コンバージョンAPI・ドメイン認証までワードプレスプラグインで一発設定！ (17:48)



⑤【最新版】Facebook広告＆Instagram広告の出し方を画面を見ながら解説します (25:21)



↑↑↑↑↑で解説されている通りで、基本的にはFacebookのAIにお任せでOKですが、

個人的に「広告セット」の「配置」は「手動設置」で「Audience Network」と「messenger」は通常除外しています。

除外設定することでFacebook・Instagramのタイムライン以外の場所での広告掲載を排除しておきます。

いやぁ～、

人様が苦労なさって作成された動画を紹介するのもどうかと思いましたが、しっかりわかりやすかったので、ついついご紹介してしまいました。

動画作成者さんも

有料コンテンツを販売なさったり、Ｌステップ代理店をなさっていたりするようですので、ご興味あればお問い合わせなさってください！

					

				

			

		
			
			
				
					公式LINE運用の悩み＜後編＞どうやって顧客化＝販売するのか？

				
				
				
					
						前回の記事＜前編＞では、

LINE公式アカウント集客に関するお悩み

・LINE公式アカウントへの友だち追加(登録)が少ない

・LINE公式アカウントへ友だちを集めるためにSNS投稿をしているが…

・LINE公式アカウント集客のためにFacebook広告を出しているが…

などへの解決策などをご紹介しました。

今回の記事＜後編＞は、

LINE公式アカウントの（集めた友だちに商品を買ってもらうまでの）運用に関するお悩み

・LINE公式アカウントの友だちが商品を買ってくれない

・ブロック率が高くなる傾向を感じている

・代理店に公式LINE構築を依頼した（したい）が費用対効果が悪すぎる

・公式LINEの機能を自社では使いこなせていない

といったお悩みへの解決策をご紹介していきます。

ご自身で取り組めそうなモノがあったら、

取り入れてみてください。

今回は、

あなたが運用するLINE公式アカウントに

友だちになってくれたネットユーザー＝見込み客を

どうやって商品やサービスの購入者＝顧客になってもらうか、

という部分のお話ですね。

その前に、

LINE公式アカウント運用における勘違いについて

お話しておきます。

特に代理店を使って、

公式LINEを構築なさった事業者さんが陥りがちな罠があります。

何十万円、あるいは百万単位のお金を払って、

自社の公式LINEを構築されていると思いますが、

代理店などから「自動化」という言葉を耳にされていると思います。

「自動化」と聞くと、

我々事業者は、「自動的に売上があがる」ことを想像し期待しますが、

代理店の言っている「自動化」はそうではありません。

1.ネットユーザーが公式LINEに登録してくれた時に「自動的に」対応してくれる

2.あらかじめ設定された情報コンテンツを決まったタイミングで「自動的に」配信してくれる

3.登録してくれている友だちが、何らかのアクションをしたときに「自動的に」対応してくれる

というものであり、

これらの大半は売り上げにつながることは少なく、

また、ネットユーザーが自発的に事業者が期待しているアクションを取ってくれることもまずありません。

代理店によるLINE構築は、

ひと昔前の事業者のホームページ制作を代理店に依頼しているのと

同じ構図ができあがっています。

「いまどき自社のホームページもない会社なんてありえないから！」と数百万円かけて製作を依頼するのと

「キャッシュレスや再来店促進などには公式LINEが当たり前だから！」と聞かされて、

何十万円、百万円単位の資金を投じて製作依頼しているのは同じ構図です。

同じ構図とは…

代理店は、あなたに指示された通り、あるいは期待されたレベルのデザインされた公式LINEを構築するのが仕事です。

決して、

公式LINEを使って、どんどん売り上げを上げていくことを仕事にはしていない。

ということです。

公式LINE構築は無料で行って、

そこからの売上発生に対して一定の割合を成功報酬で請負ってくれている代理店以外は、

全て「公式LINEをひと通り完成させて納品する」ことが仕事になっているということです。

これでは、

どれだけ綺麗なデザインで、

どれだけ機能的にステップ配信やBotが組まれていても、

実際に期待する売上は上がらないでしょう。

残念ながら…

この背景をご理解いただいたうえで、

もう１点、強く認識しておく必要があることがあります。

それは…

ネットユーザーは行動を促さないと決して動いてくれない！

ということです。

良い商品なのに、

なかなか売れないのは、

興味のある人に見てもらう営業活動をしないといけませんし、

見てもらったら購入を促さないと

今の時代、誰も買ってくれません。

特に、

リアルやネットでも過去に、

商品を店頭に並べたり、ホームページに掲載していただけで、

商品が売れた経験がある事業者さんほど、

この「行動を促さないと動いてくれない」ことの認識が欠如しています。

ガラケーからスマホへ、4Gから5G、単純なBotから高度なAIへ、

この変化が激しい時代に、

過去の栄光を忘れられないのは危険極まりない行為です。

ここまでをまとめると、

1.公式LINEの製作・運営を外注している場合に、売上を期待するのはそもそも難しい。

2.ネットユーザーが勝手に商品購入をしてくれることは難しい。

ということです。

この前提に立って、

これからの公式LINEをどう使えば、

売上につながるのかを（やっと）お話しますね。

前回も、

「人は感情で動く」

「お得感が人を動かす」

という話題を持ち出しました。

集めた公式LINEの友だちにも、

この人間の心理特性をフル活用させてもらいます。

人は消費者の立場だと、

まず聞いたことのない事業者、

あまり知らない事業者と関わる際には、

警戒しますよね。怪しいのではと勘繰りますよね。

その見込み客の抵抗値を引き下げて、

あなたから商品を買っても大丈夫かも!?

と感じてもらうにはどうすればいいのでしょうか？

実は、

あなたとの接触回数を増やすこと

なのです。

リアルでもそうですよね。

お店がどこにあるか調べて、

何度かお店に行って、

商品を実際に見て、

わからないことは店員さんに聞いたりして、

最終的に商品を購入しませんか？

同じことをネット上で体験できないと

あなたから購入して大丈夫かも!?

とはならない訳です。

その一つのツールが公式LINEなのですが、

公式LINEは上手く使えば、

リアルでの“お店”のような存在になってくれる

非常に効果的なツールです。

では、

LINE公式アカウントを活用して

その登録者（友だち）と接触回数を増やすとは、

どうすることでしょうか？

ブログやYou-Tubeにアップした情報を、

メッセージ配信でお知らせすることです。

ここで、

「通知を伴うメッセージ配信を増やせば、

ブロックされてしまって、

せっかくの登録者（友だち）＝見込み客を失ってしまう！」

と懸念される人もおられるでしょう。

おっしゃる通り、

一部にはブロックをする人が増えるでしょう。

あるいは通知を外されて、

メッセージ配信にリアルタイムでは気付いてもらえなくなることでしょう。

それでも、

情報提供はし続けましょう！

ブロックや通知オフにされないような有益な情報を送りましょう！

だって、

情報を発信し続けること！

見込み客との接触回数を増やすこと！

これ以外に自社の売上を増やす方法は存在しないからです。

ここで勘違いしないでください。

セール情報を高頻度で送れ！とは、

ひと言も言っておりません。

むしろ、

セールス目的の情報配信をすればするほど、

ブロック率が飛躍的に跳ねあがってしまいます！

見込み客が欲しているもとを届けましょう！

セール情報は、

どんなに多くても、

情報提供「２」：セールス「１」が限度でしょう。

情報提供の量はもっと増やすことのほうが望ましいです。

セールスの頻度は少ないほど効果的です。

情報提供の最後に、

セミナーの案内やお試し企画の案内などをお伝えするのはＯＫですし、

ブログや動画でもCTAの設置やLPへの案内は掲載OKです。

大切なのは、

売り込みではなく、

見込み客が求めるレベルの情報提供を定期的な頻度で行い続けることです。

この方法をお知らせすると、

「LINE公式アカウントのスタンダードプランにしないといけないので負担コストが増える」

とか、

「追加メッセージ課金が発生して、恐ろしい請求金額が来てしまう」

と懸念される事業者さんもおられるかもしれません。

それを回避する裏技があります。

LINE公式アカウント海外(ﾀｲ)版を使うという裏技です。

まず、負担コストが、

日本版と比べてタイ版は、

月額利用料が半額以下、追加メッセージ課金に至っては95%も割安になります。

※スタンダードプラン（日本）とプロプラン（タイ）で比較

しかも、

タイ版でもＬステップなどの外部配信スタンドとのAPI接続ができ、

問題なく動いています。

同じLINEプラットフォーム上なので当然ですが。

注意点は３つ。

①日本版を途中でタイ版に切り替えることはできません。

従って、最初からタイ版を使って集客しないと意味がありません。

②「認証済み」にはなれません。

「認証済み」アカウントを使用したい場合は、日本版との併用をお薦めします。

③粗悪品にご注意ください。

LINE公式アカウント海外(ﾀｲ)版についての記事はこちら↓

【2023年8月最新版】LINE公式アカウント海外(ﾀｲ)版と日本版の違いは？タイ版のメリットとデメリットを解説！




いかがでしたでしょうか？

＜前編＞ ＜後編＞に渡って、

LINE公式アカウントでの集客や運用について、

弊社がコンサルティング時に最もお聞きする“お悩み”とその解決策をお話してみました。

最終的な結論としては、

集客にしても、運用にしても、

どちらも地道にターゲット層の役に立つ情報を発信し続けるしかない！

という“急がばまわれ”的な回答になりました。

一部の事業者さんには、

「バズる」など劇的な見込み客増や売上増を過度に期待してしまう傾向も見受けられます。

テレビ取材された直後、鬼忙しくなる飲食店を想像してみてください。

これがいわゆる「バズった」あとに起こることです。

ただし一過性である傾向が顕著で、

１～２ヶ月もすれば、元のヒマなお店に戻ってしまっているお店がほとんどです。

これでは意味がありません。

ダイエットでも結局は、

消費カロリー以下の摂取カロリーにコントロールする地味な取組の継続しか、

成功の秘訣はないのと同じです。

「バズり」を宝くじ当選の如く期待するのではなく、

地に足の着いた、

地道で泥臭い情報発信の積み重ねを強くおススメします。

やっぱりそうやな！

と確信していただき、

コツコツ一歩一歩、日々のマーケティングに取り組んで行きましょう！

最後まで根気強くお読みくださり、ありがとうございました。

変に煽った謳い文句で集客するのではなく、

当たり前のことを適切な表現でお伝えできる事業者を目指しています。

よろしければ今後ともどうぞよろしくお願いします。
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